
 
 

                                           

 1 

内部障害リハビリテーション学分野 
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79. 河野哲也, 門田耕一郎, 田中貴子, 神津 玲: 長崎大学歯学部学生を対象とした防煙教育効果の学年間比較検討. 第
10 回日本禁煙学会学術総会プログラム・抄録集: 103, 2016. 

80. 陶山和晃, 俵 祐一, 田中貴子, 石松祐二, 澤井照光, 神津 玲: 妻は夫からの環境タバコ煙にどの程度暴露すると

COPD 発症リスクが上昇するか？. 第 10 回日本禁煙学会学術総会プログラム・抄録集: 85, 2016. 

81. 神津 玲: 急性ならびに慢性呼吸不全に対する予防対策について. 第 34 回東北理学療法学術大会プログラム・抄録

集: 37-38, 2016. 

82. 平川沙紀, 田中健一朗, 濱部美子, 神津 玲: 肺炎を繰り返し，急速に摂食嚥下機能の低下が見られた脳出血後遺症

の 1 例. 九州理学療法士・作業療法士合同学会 2016 in 鹿児島プログラム: P1-A10, 2016. 

83. 大久保侑衣, 向江菜美, 森下辰也, 角野恭子, 俵 祐一, 田中貴子, 神津 玲: 職場環境での評価に即した呼吸リハ

ビリテーションの介入により円滑な仕事遂行が可能となった重症慢性閉塞性肺疾患の 1 例. 九州理学療法士・作業

療法士合同学会 2016 in 鹿児島プログラム: O2-A13, 2016. 

84. 西中川剛, 向江菜美, 松尾良子, 俵 祐一, 田中貴子, 神津 玲: 気管切開下陽圧換気導入後の筋萎縮性側索硬化症

患者における在宅呼吸リハビリテーションの経験: 徒手的な腹部圧迫が有効な排痰法であった 1 例. 九州理学療法

士・作業療法士合同学会 2016 in 鹿児島プログラム: O2-A18, 2016. 

85. 神津 玲: 急性期呼吸リハビリテーションの極意: 私ならこうする評価から理学療法プログラムの選択. 第 45 回四

国理学療法士学会プログラム・抄録集: 27-28, 2016. 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 3 0 12 73 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本サイトメトリー学会 

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部 

澤井照光・教授 プロトコール推進委員 Kyushu Study group of Clinical Cancer 

澤井照光・教授 世話人 IBD Club Jr. Kyusyu 

澤井照光・教授 世話人 長崎手術手技研究会 

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会 

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club 

澤井照光・教授 長崎県研究事業評価委員会副委員長 長崎県 

澤井照光・教授 がん対策部会 大腸がん委員会副委員長 長崎県保健医療対策協議会 

澤井照光・教授 オストメイト社会適応訓練事業講師 日本オストミー協会長崎県支部 

澤井照光・教授 社会福祉審議会委員 長崎市 

石松祐二・教授 長崎県地方労災委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県労災保険診療指導委員会委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局 

石松祐二・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

石松祐二・教授 評議員 日本呼吸器学会 

石松祐二・教授 世話人 九州びまん性肺疾患カンファランス 

石松祐二・教授 世話人 再生移植フォーラム in Nagasaki 

石松祐二・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

石松祐二・教授 世話人 長崎臨床感染症研究会 

神津 玲・教授 理事, 代議員，九州・沖縄支部長，呼吸リハビリ

テーション委員会副委員長，呼吸ケア指導士認

定委員会委員，呼吸ケア指導士審議委員会委員，

スキルアップセミナー実行委員会委員，編集委

員会委員，財務委員会委員，酸素療法マニュア

ル作成委員会委員，第 27 回学術集会プログラム

委員会委員，学会賞選考委員会委員 

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

神津 玲・教授 理事，代議員，セミナー委員会副担当理事，学

術委員会副担当理事，人工呼吸管理安全対策委

員会委員，RST ワーキンググループメンバー，

第 39 回学術集会プログラム作成ワーキンググル

ープ委員 

日本呼吸療法医学会 
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神津 玲・教授 評議員 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 

神津 玲・教授 呼吸ケアカンファレンス実行委員会委員 日本呼吸器学会 

神津 玲・教授 会則検討委員会委員，早期リハビリテーション

検討委員会委員 
日本集中治療医学会 

神津 玲・教授 編集委員会委員，ガイドライン・用語策定委員

会委員会委員，分科学会・部門総合連絡調整委

員会委員，日本呼吸理学療法学会代表運営幹事 

日本理学療法士協会 

神津 玲・教授 パネル会議外部委員 日本集中治療医学会・日本呼吸療法医学会・

日本呼吸器学会合同 ARDS 診療ガイドライン

作成委員会 

神津 玲・教授 リハビリテーション部会代表 日本集中治療教育研究会 

神津 玲・教授 学術部会委員 国立大学リハビリテーション療法士協議会 

神津 玲・教授 世話人 呼吸リハビリテーションサイエンスフォーラ

ム 

神津 玲・教授 世話人 九州肺機能談話会 

神津 玲・教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション研究会 

神津 玲・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

神津 玲・教授 編集同人 学術誌「理学療法探求」 

神津 玲・教授 編集同人 学術誌「救急・集中治療」 

神津 玲・教授 編集顧問 学術誌「呼吸器ケア」 

東嶋美佐子・教授 評議員 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 

東嶋美佐子・教授 学会演題査読委員 日本作業療法士協会 

東嶋美佐子・教授 査読委員 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

石松祐二・教授 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 平成 28 年度 研究補助金 

過敏性肺炎における免疫複合体解析 

神津 玲・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
間質性肺炎に対する温熱刺激を併用した新

たな運動トレーニングの介入効果を探る 

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
COPD に対する呼吸介助の新たな治療戦略

－生理学的指標と運動耐容能からの検証― 

東嶋美佐子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
認知症の進行に伴う嚥下機能の経時的変化

と並走する誤嚥リスク回避策に関する臨床

研究 

神津 玲・教授 長崎県松浦市 COPDの早期発見, 早期介入のための検診事

業 
神津 玲・教授 全国健康保険協会長崎支部 COPDの早期発見, 早期介入のための検診事

業 
神津 玲・教授 サイエンスリサーチ株式会社 簡易呼気圧測定器を用いた臨床データ収集

および精度検証 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

澤井照光・教授 第 1 回学習会講師 長崎ストーマ・ケア学習会 

澤井照光・教授 看護部継続教育看護専門コース講師 長崎大学病院 

神津 玲・教授 非常勤講師（呼吸リハビリテーション） 大分リハビリテーション専門学校 

神津 玲・教授 客員教授 森ノ宮医療大学 

 


